
住
み
慣
れ
た
地
域
で

　
　

い
つ
ま
で
も
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に

現
在
も
進
行
し
つ
つ
あ
る
超
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
効
果
的
・
効
率
的
な
医
療
・
介
護
体
制
を
実

現
す
る
た
め
、
本
市
で
は
、「
お
た
る
地
域
包
括
ビ
ジ
ョ
ン
協
議
会
」
を
設
立
し
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
同
協
議
会
が
行
う
活
動
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

おたる地域包括ビジョン協議会
ロゴマーク

状
態
に
な
っ
て
も
必
要
に
応
じ
、

在
宅
医
療
、
訪
問
介
護
な
ど
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
や
見
守
り
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を

一
体
的
に
提
供
で
き
る
ケ
ア
体
制

で
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し

続
け
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
す

（
上
の
図
を
参
照
）。

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推

進
の
た
め
に
は
、
医
療
や
介
護
の

専
門
職
だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
の

方
を
は
じ
め
、
世
代
を
超
え
て
、

一
人
一
人
が
地
域
の
社
会
活
動
等

に
参
加
す
る
な
ど
、
地
域
全
体
で

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
が

実
現
す
る
と
、
在
宅
で
医
療
を
受

け
や
す
く
な
る
ほ
か
、
効
率
的
に

医
療
や
介
護
を
受
け
る
こ
と
で
、

超
高
齢
化
社
会
に
必
要
な　

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

　

高
齢
化
の
進
む
日
本
で
は
、　

６５

歳
以
上
の
人
口
が
３
０
０
０
万
人

を
超
え
て
お
り
、
国
民
の
約
４
人

に
１
人
が　

歳
以
上
の
高
齢
者
で

６５

す
。
ま
た
、
約
８
０
０
万
人
い
る

「
団
塊
の
世
代
」が　

歳
以
上
と
な

７５

る
令
和
７
年
以
降
は
、
国
民
の
医

療
や
介
護
の
需
要
が
さ
ら
に
増
加

す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
医
療
・
介
護
・
予

防
・
住
ま
い
・
生
活
支
援
が
連
携

し
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築

が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、

高
齢
者
の
方
が
、
介
護
が
必
要
な
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住まい

医療 介護

生活支援

介護予防

楽しみ
づくり

連携

介護サービス

通所
入所

通院
入院

日常の医療

の
代
表
者
で
構
成
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
委

員
会
が
情
報
共
有
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
し
て
い
ま
す
。

　

�　
　

�　
　

�　
　

�

　

お
た
る
地
域
包
括
ビ
ジ
ョ
ン
協

議
会
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
た
め
の
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
実
現
に

向
け
て
、
今
後
も
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

�
お
問
い
合
わ
せ
は
、
介
護
保
険

課
�
�
４
１
１
１
内
線
３
１
３
、

�
�
６
７
１
１
、
ま
た
は
、
小
s

市
医
師
会
�
�
４
１
１
１
、
�
�

９
５
４
４
へ
ど
う
ぞ
。

医
療
保
険
や
介
護
保
険
な
ど
の
社

会
保
障
の
持
続
可
能
性
の
確
保
に

つ
な
が
り
ま
す
。

お
た
る
地
域
包
括
ビ
ジ
ョ
ン

協
議
会

　

本
市
で
は
、
こ
の
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
た
め
、

平
成　

年　

月
に
「
お
た
る
地
域

２６

１０

包
括
ビ
ジ
ョ
ン
協
議
会
」
を
設
立

し
ま
し
た
。
こ
の
協
議
会
は
、
小

q
市
医
師
会
が
事
務
局
と
な
っ

て
、
医
師
や
歯
科
医
師
、
看
護
師
、

理
学
療
法
士
な
ど
で
構
成
す
る
八

つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
て
活
動
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
分
科
会
は

そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
活
動

し
て
お
り
（
上
の
図
を
参
照
）、
こ

れ
ら
の
活
動
を
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
で
、「
オ
ー
ル
小
q
」
で
連
携
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
協
議
会
で
は
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
の
た
め

I
C
T
（
情
報
通
信
技
術
）
を
活

用
し
、
医
療
機
関
と
介
護
関
係
者

な
ど
多
職
種
間
で
患
者
情
報
を
電

子
的
に
共
有
し
切
れ
目
の
な
い
医

療
介
護
連
携
を
行
っ
て
い
ま
す
。

患
者
と
そ
の
家
族
、
主
治
医
、
介

護
関
係
者
な
ど
限
ら
れ
た
方
の
み

閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
、
情
報
を

適
切
に
管
理
す
る
た
め
、
多
職
種

おたる地域包括ビジョン協議会
八つの分科会の活動
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　長生きパスポートは、健康管理のため

に必要な諸記録を記載するもので、お薬

手帳などと一緒に保管することで、もし

もの時に医療・介護機関へ本人の情報を

伝えることができます。小a市医師会
で配布しているほか、市ホームページ

からもダウンロードできます。

「長生きパスポート」を配布しています

ＩＣＴＩＣＴ（情報通信技術）（情報通信技術）の活用法と効果の活用法と効果

　主治医や担当の介護ヘルパーなどが既往歴やアレ
ルギーなど治療や介護に必要となる情報をシステム
に入力・参照し、治療方針の決定や利用計画の作成
などを行います。
　平成３１年４月から令和２年２月までの在宅看取り
２５症例について、入院した場合に想定される費用と
比較して、約３０００万円の医療・介護給付費の適正化
がなされたことがわかりました。

市内４病院を中心に、緊急時の医療と

介護の連携体制を構築し、連携強化

に向けて協議しています。

切れ目のない連携体制を構築

主治医と副主治医など、

かかりつけ医同士の診療

協力体制を構築し、医療

と介護の連携に関する課

題を協議しています。

連携の課題を抽出
「在宅医療・介護連携相談

センター」を設置し、連

携に関わる相談を受け付

けています。

相談窓口を設置

地域住民への普及啓発のため、「後

志いきいき健康まつり」や講演会、

勉強会を開催しています。

地域住民とのイベントを開催

市外の医療機関への入院や退院時に

必要となる医療・介護の連携につい

て検討しています。

他市町村との連携方法を検討

地域の医療や介護サービスの資源

を把握し、地域ごとにまとめた「小

a市医療介護連携ガイド」を作成し
ました。この冊子は、小a市医師
会で配布しています。

連携ガイドブックを作成

在宅医療や介護関係者向けに、さまざまな研修会を

開催しています。

医療・介護で働く人のための研修会を開催

健康管理に必要となる情報を

記録し、各自で保管する手帳

「長生きパスポート」を作成し

ました。

情報共有の方法を検討


